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     TRANSVERSE ECTOPIC DESCENT OF THE  TESTICLE  : 
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   Two cases of transverse ectopic descent of the testicle were reported. Thirty two cases of 

this anomaly so far reported in Japan were statistically analyzed along with a brief discussion.

緒 言

交 叉性睾丸転位 とは一側 の睾丸 が正常 の下降

経路 か ら外れ反対側 の腹部,鼠 径管部,鼠 径 部

あ るいは陰嚢 内に位 置す る ところの睾 丸の先天

的 下降異常 の 一 つで あ る。本症 はLenhoss6k

(1886)1)が 剖 検 で発見 し初 めて報告 した とされ

てい るが,そ の後 の欧米に おけ る報告 例は比較

的少 な く一応稀 な奇形 で ある と考 え られ る.本

邦におい て も岩崎(1912)2}の 第1例 報告 以来

われわれ の蒐集 した限 りでは1966年 末 までに30

例 の報告 がみ られ るに過 ぎない,わ れわれは最

近 この交叉性睾 丸転位 症 の2例 を経験 したので

ここに報告す る.

症 例

症例1=岡 森某,4才,男 子

初診:昭 和37年5月10日.

入院=昭 和37年5月27日.

家族歴,既 往歴:特 記すべきものなし.

現病歴=生 来睾丸が両側共陰嚢内にないことに両親

が気付いている.ま た外尿道 口が会陰部にあり坐位で

排尿を行なっいる.

現症=陰 茎は発育わるくつよく下方に轡曲し,外 尿

道口は会陰部に開口している.陰 嚢は2分 し発育わる

く両側共睾丸を触れない.右 鼠径部に小指頭大の睾丸

様腫瘤1コ を触知しえたが左側は外部からはそれらし

きものをどこにも触知しえない.

その他の理学的所見セこは特記すべき異常所見を認め

ない,尿 所見,血 液所見,血 液化学的所見も正常であ

る.

臨床診断:両 側停留睾丸および尿道下裂。

手術所見:5月29日 両側睾丸固定術の目的で手術を

おこなった.ま ず 右鼠径部に皮切を 加え外腹斜筋腱

膜を切開し葵膜に包まれた聖丸および精索に達す.泰

膜を開き精索をヘルニア嚢壁と剥離しつつ内鼠径輪の

辺りに達したところにもう一コ葵膜に包まれた睾丸様

の腫瘤が位置しているのを認めた.こ の葵膜を切開す

るに鼠径部の睾丸と大体同大すなわち碗豆大の睾丸と

その附属器を認めた.そ こで左睾丸の交叉性転位を疑

い,左 鼠径部に皮切を加え外腹斜筋腱膜を切開したと

ころ鼠径管らしきものは存在しなかった.次 いで内腹

斜筋を切開し後腹膜腔に指を入れ,一 方右内鼠径輪部

の睾丸爽膜の切開口から腹腔内に他指を挿入して両方

の指で探索した結果,右 内鼠径輪部の睾丸からの精管

は左膀胱後部すなわち左精嚢腺部に連っていることを

確認 した,こ の間男性子宮のようなものは認めなかっ

た,両 側共精系血管を周囲から充分剥離しヘルニア嚢

を閉鎖したのち,右 鼠径部睾丸は右陰嚢内に,右 内鼠

径輪部の 睾丸(す なわち左睾丸)は 膀胱後部を よぎ

り新造した 左鼠径管を通して左陰 嚢内に,そ れぞれ

Bevanの 方法に準じて固定し手術を終った.
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睾丸組織:精 細管に乏しく精細管の発育も非常に未

熟である(図1),

症例2:大 橋 某,11才,男 子.

初診=昭 和4ユ年6月27日.

入院:昭 和41年7月21日.

家族歴,既 往歴=特 記すべきものなし.

現病歴:生 下時から聖丸が両側共陰嚢内にないこと

に両親が気付いている.ま た某医により左鼠径ヘルニ

アがあることを指摘されている.

現症=陰 茎の発育および形態は正常.両 側共陰嚢内

に睾丸を触れない.右 鼠径部に小指頭大の聖丸様腫瘤

1コ を触知しえたが右側にはそれらしきものを触れな

い.な お左鼠径部に鳩卵大の還納可能な腫瘤すなわち

ヘルニアの存在を認めた,

そ の他の理学的所見には特記すべき異常所見を認め

ない.ま た尿所見,血 液所見,血 液化学的所見は正常

で排泄性腎孟撮影像,内 分泌学的検査(尿 中17-KS,

尿中17-OHCS)に も異常所見を認めない.

臨床診断:両 側停留睾丸および左鼠径ヘルニア

手術所見:7月29日 両側睾丸固定術および左鼠径ヘ

ルニア根治手術の目的で手術を行なった.下 腹部正中

切開にてまず右鼠径部を露出したが,睾 丸様腫瘤とか

外鼠径輪ないしは鼠径管と思われるものを発見しえな

かった.そ こで左鼠径部を露出したところ,外 鼠径輪

のやや下方に泰膜に包まれた睾丸 および精索に 達し

た.そ の爽膜を開き精索とヘルニア爽との剥離を鼠径

管内方に向って進めたところ,そ こにもう一コ泰膜に

包まれた睾丸様の腫瘤があるのを認めた.こ の棊膜を

切開するに睾丸および副睾丸の存在を認めたので(図

2)右 睾丸の交叉性転位を疑い,こ の上部の睾丸の精

索を剥離すると共に精管を内方に深 く追求したところ

右膀胱後部に至っていることを確認した.こ の間男性

子宮のようなものの存在は認めなかった.両 側の精系

血管を充分剥離したのち,両 側ヘルニア嚢を完全に閉

鎖し,左 鼠径部の睾丸はそのまま左陰嚢内セこ・その上

部の睾丸(す なわち右睾丸)は 膀胱前面をよぎり造設

した右鼠径管を 通して右陰嚢内に,そ れぞれBevan

の方法に準じて固定し手術を終った.

考 案

睾丸転位症 とは睾丸 が正常の下降経路か ら偏

った場所 に位置 す る先天性 異常 であ り,そ の睾

丸 の転位部位 に より間質性,大 腿性,恥 骨陰茎

部 お よび交叉性 とに分 け られ る。 このうち交叉

性睾丸転位 とは緒 言に述 べた ように一側 の睾丸

が反対側 の 睾丸 下降経路に 位置 す る もので あ

る.Hunt(1940)3)に よる と睾 丸転位症 の頻度

は睾丸 が正常 の 下降経路 の 中途 に 位 置 す るい

わゆ る停 留睾 丸症 のそれの約5分 の1で あると

い う.ま たWattenbergetaL(1949)4〕 の統計

に よると,欧 米では睾 丸転位症 のうち会陰部転

位症 が最 も多 く,交 叉性睾丸転位はは るか に稀

な ものとされてい るが,高 安 ら(1959)51に よる

と,本 邦では睾丸転位症22例 中交叉性睾丸転位

症は12例 と比例的多 くを占めてい る.こ の睾丸

交叉性転位 の最初 の報告 は1868年Lenhoss6ki)

に よって初 めて行 なわれ,そ の後 の欧米 におけ

る報告は 黒 川 ら(1964)6〕 の蒐集に よると1962

年 当 時 で41例 で ある.一 方本邦 においては1912

年 岩 崎2}が 初 めて 報告 して以来1964年 に 黒 川

ら6}は 自験2例 を加 えた22例 を集 めてお り,そ

の後 われ われ の蒐集 しえた限 りでは 自験2例 を

含 めて32例 とな る.そ の報告症 例の概要 は表1

に示 す通 りであ る.

表1本 邦における交叉性睾丸転位報告例

No. 報舗 難1鯛 翻 論1努 副 治 療 女盤 劉 備 考

11岩 崎 ・11,・,・1241左 鼠 径 一 ル ・ ア (一)1子 宮?

・1木 村191sl・ ・ 防 鼠径一ル ・ア 除 劇 幼 若 棺i

3高 島1924119右 鼠 径 一 ・レ ・ ア (一) (一)

4大 武1928巨7右t精 系 腫 瘤 (一)1難 慾 身乙鋸 誰 騨

・1江 即193148t左 醸 水 画(一) 醐 子宮i鼠 径一・レーア舗

・1井 上 ・辻本D93525左1睾 丸 腫 ヨ副 除 睾1子

亀

畢丸混合腫瘍および鼠径へ宮1 ルニア合併

7尾 関1935[18防 睾)[L異 常 除 睾1子 割 口管1鼠 径一ル・ア合併
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・1二 宮 ・杉野11935「161左1鼠 径 一 ・レー ア1(一)1子 副
・「新 井i・g351・ 陸 陣 径 一・レー アi除 肇 子宮 ・卵管

1・1加
劇19361・ 左1鼠 径 一 ル ・アi(一) (一)

111原 城戸1・g4・122陵1麟 水 腫 子 宮?

121清 水1・g47119司 精 系 醜 除 睾 子宮 卵管

13富

藤原14
藤原

,・1as

帥95・ 【・・ 右 壁 森 綾 除 睾1(一) 鼠径ヘルニァ合併

16膜 罵

池上 り
別所8)

昼 間9)1957

昼 間tO)1957

闘 ・カ月1司 鼠径一ルーア1(一) (一)

・1司 停 留 睾 丸 除 劉 子 宮 ・膣1瓢 裂および鼠径ヘルニ

佐藤ll95gi・ ・ 防 副 皐 丸t{睾 丸固定
(一)

17昼

　
181古

間11糠1・1司 停 留 睾 丸 陣 丸固定1(一)

沢1・g・・i31左 睡 丸 腫 瘤 除 睾 (一) 聖丸腫瘍(セ ミノーム)合併

19馬 場 ・柑川ll961671左1前 立 腺 癌 除 聖 子 宮?1醸 纒 合併

20

21

福田

片山 ・深谷
百瀬 ・片山
深谷

他 ・2・1961122}右 鼠径 ヘル 邑 ア 除 睾 子宮 卵管

1963 15 右 鼠径 ヘル ニア 除 聖 子 宮 ・膣

・・1黒 川 他 ・lll963i・ 左 停 留 翠 丸 肇燗 定1(一) 尿道下裂合併

23譜 久 原 ・3・119631・ 左 停 留 聖 丸 睾丸固定(一) 2才の時右睾丸固定術

・・1川 野1::畷}1・1剤 停 留 睾 丸 睾丸固定1(一)1両 側鞭 腺欠損合併

・・1古 玉16・1964129右 左陰嚢内に2コ
の睾丸様腫瘤 睾丸劇 子宮 贈1男 性仮性半陰陽

261裏 .古 郵};12・ ・1左IZIi隆ll内 に2' 聖丸固定(一)

27

28

堀 内 他18)

高羽 ・三 瀬1g)

水谷

!964

1965

29

12

右

右

左陰嚢水腫,右
陰嚢内容欠如

左陰嚢内に2コ
の睾丸様腫瘤

除 睾

睾丸固定 子宮 卵管

某院で左畢丸腫瘍の疑で除聖
術をうく.切 除標本に2
コの聖丸あるを発見す

2gi川 野・・19651131司 1除ee

越 駒瀬 ・他21)196571左i停 留 睾 丸1除 睾 陣 ・卵管i

・,1背 験 闘22・};ll・1左1停 留 睾 丸 睾燗 定
1尿 道下裂合併

321自 験 例1967111司 停 留 睾 丸 睾丸固定 鼠径ヘルニア合併

註:1)症 例22ま では黒川らの記載をほとんどそのまま引用した.

2)症 例により報告者の欄に2組 記載してあるのは同一症例につき2組 の報告者が別々に報告した

ものであることを示す.

1)頻 度

本邦報告症例 を10年 毎に区分 してみ てみる と

表2に 示す通 りで,1959年 ま では 各10年 間 に

2～6例 の報告 しかみ られ ないが,1960年 以1降

は7年 強 の期間 に既 に16例 の報告が なされ てお

り,最 近特 に増 加 してい る ことがわか る.

2)年 令

本症の存在を発見確認された時の年令を整理

すると表3に 示す通 りである.す なわち思春前

期 までに発見されたものは僅か9例 にすぎず,

思春前期から後期 までが10例,そ れ以後が13例

となっている.こ の原因は本症自体には少なく

とも苦痛を伴 うような自覚症状がなく.陰 嚢内

容の欠如あるいは後述するような鼠径ヘルニア
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表2報 告 頻 度
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年 度 症 例 数

1912～1919

1920～1929

1930～1939

1940～1949

1950～1959

1960～1967

2

2

6

2

4

16

計 32

表3年 令

年 令 症 例 数

0～4

5～9

10～14

15～19

20～29

30～39

48

67

4

5

3

7

8

3

1

1

計 32

の合併が主な症状であるので,両 親または本人

がその異常に気付かないかあるいは気付いて も

思春期ない し思春期後まで放置 している場合が

多いためと考えられる,

3)患 側

本邦報告例では右18例,左14例 となっていて

右が少 し多いが有意の差はないようである.

4)合 併 症

記載 された主な合併症 としては鼠径ヘルニァ

15例,尿 道下裂4例,陰 嚢水腫4例,睾 丸腫瘍

2例,両 側精爽腺欠損1例 がある.ま た子宮,

子宮および卵管,子 宮および膣などの女性性器

の存在が発見確認 されたものが12例,そ れ らし

きものが発見されたものが2例 となっている.

以上のうち尿道下裂の合併率 すなわち12.5%

は,停 留睾丸における諸家の報告による尿道下

裂の合併率とほぼ等しいものである.

5)診 断

本症の確実な診断は一側の睾丸が他側の腹腔

内,鼠 径管,鼠 径部あるいは陰嚢内に転位 して

いることを確認しなければならないので手術を

行なうことによって初めて可能である.こ の場

合,重 複睾丸 と鑑別するために当該睾丸の精管

および精系血管が転位側 と反対側か ら発 してい

ることを確認することが必要である.因 みに本

邦症例中の術前の主徴ないし臨床診断を整理し

てみると鼠径ヘルニア9例,停 留睾丸8例,睾

丸腫瘤2例,陰 嚢水腫3例,一 側の陰嚢内に2

コの腫瘤あるもの2例,精 系腫瘤2例,睾 丸異

常1例,副 睾丸結核1例,前 立腺結核1例,交

叉性睾丸転位の疑1例,陰 嚢水腫および他側睾

丸欠如1例,記 載なし1例 となっている.従 っ

て一側の陰嚢および鼠径部に睾丸を触知 しえな

い時,あ るいはさらに他側に鼠径ヘルニア,停

留睾丸,陰 嚢水腫,精 系腫瘤などを認めた場合

には交叉性転位の可能性を考慮する必要がある

と考える.

6)治 療

原則 として停留睾丸に対すると同様の観点か

ら治療を行なうのが よいと思われる.す なわ

ち,交 叉性転位睾丸を本来の陰嚢内に固定する

ことが望ましい.し かし思春後期を過 ぎた も
ゆ

の,患 側睾丸の発育不全ないしは萎縮の高度の

もの,睾 丸を陰嚢内に位置 させるのに充分な長

さの精系血管を有 しないものなどにおいては除

睾術 も考慮されるべきである.本 邦症例では15

例に除睾術,10例 に睾丸固定術が行なわれ,そ

の他7例 の治療内容は不明である.

7)発 生原因

従来2～3の 仮説が 述べ られている6)1珈9〕.

すなわち,本 症においては女性性器すなわち子

宮,卵 管などが存在することが比較的多い(本

邦症例32例 中12～14例)と ころか ら,男 子 とし

ての性分化のごく初期に女子への方向の分化が

時期的に先行 して一側にLig.latumの 形成を

来 したために,そ の側への睾丸下降が阻害され

ると共にある程度発育 したMUIIer管 の影響で

他側に下降す るという説が有力である.し か し

なが ら,女 性性器の合併のない症例も可成 り多

いか ら本説による機転のみでは総てを説明する

ことは出来ない.ま た 左右のWolff管 が睾丸

下降前に尿生殖洞部において互に癒合 し精管下

部が一本 とな り,睾 丸下降にあたって両側睾丸

が分離 しないまま一側に下降す るという説 もあ
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るが,両 側精管の癒合を認めない症例 も多 くあ

るので同様に定説とは認め難い

結 語

交叉性睾丸転位の2例 を報告すると共に,本

邦報告症例32例 について簡単な統計的観察を行

ない,さ らにその臨床について考案 した.

(稿を終えるにあた り御指導ならびに御校閲を戴い

た恩師稲田教授に深謝する.な お,本 論文中の症例1

は昭和39年12月12日 京都市で開かれた第30回 関西地方

会の席上で著者の一人北山が追加発表 として報告した

ものである.)
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図1症 例1の 睾丸組織像,精 細管に乏しく精細

管の発育も未熟である.
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図2症 例2の 術中写真.L:左 睾丸,

径部に転位した右睾丸
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